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図15 雌阿寒岳 火口別の活動経過図（2013年10月～2025年９月） 
・各火口の位置は図７を参照してください。 

・グラフ③、⑥、⑧は、それぞれGNSS連続観測の基線図（図17）基線④、⑦、⑨に対応して

います。 

・グラフ④、⑦の回数は、雌阿寒岳付近で発生したと計数した地震のうち、発生領域が明瞭

に識別出来たもののみを計数しています。 

・ポンマチネシリ火口付近では、９月11日以降、火山性地震がやや増加しており、96-1火口の

噴煙の高さは、９月12日以降、高くなっています。 

・中マチネシリ火口付近の状況を示唆する観測データの状況に特段の変化は認められていませ

ん。 
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図16 雌阿寒岳 ポンマチネシリ96-1火口の噴気（噴煙）の長さと全磁力値の経過及び全磁力観測点

配置図（2003年～2025年９月） 
・①のグラフに示す噴気の長さは気温の影響を受けることから（気温が低いと噴気は長くなり、

高いと短くなる傾向がある）、気温補正後の値をプロットしています。 

・②のグラフに示す全磁力値は、地磁気観測所女満別観測施設との全磁力値差をプロットして

おり（表示開始は2003年10月16日）、空白部分は欠測を示します。 

・図中の↑は噴火を示します。 

・2016年５月以降、96-1火口の噴気量は概ね低下した状態が続いていましたが、９月12日以降、

明瞭に増加しています。 

・ポンマチネシリ96-1火口南側のポンマチ南東観測点で、９月12日以降、96-1火口近傍の地下

における熱活動の活発化を示すと考えられる全磁力値の減少傾向がみられています。 

・中長期的には、2020年頃から全磁力の緩やかな減少がみられています。 
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図17-1 雌阿寒岳 GNSS連続観測の基線図 
・基線番号①～⑩は、図17-2、17-3、17-4のグラフ①～⑩に対応している。 

・基線④、⑦、⑨は、それぞれ図15のグラフ③、⑥。⑧に対応している。 

図17-2 雌阿寒岳 GNSS連続観測による基線長及び比高の変化（2006年４月～2025年９月30日） 

⑩ 
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図17-3 雌阿寒岳 GNSS連続観測による基線長及び比高の変化（2006年４月～2025年９月17日） 
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図17-4 雌阿寒岳 GNSS連続観測による基線長の変化（2006年４月～2025年９月30日） 
・グラフ①～⑩はGNSS連続観測の基線図（図17-1）の基線①～⑩に対応します。 

・▲はごく小規模な噴火の発生を、空白部分は欠測をそれぞれ示します。 

・＊１：ステップ状の変化（黒破線内）は機器変更によるものです。 

・ポンマチ南西（道地・北）とポンマチ南２はそれぞれ別の場所に設置された観測点ですが、

基線②は①、基線④（基線長）は③、基線⑥は⑤と類似した推移を観測していると考えられ

ます。 

・基線③の点線（2013年10月19日）前後で雌阿寒温泉南から近傍の雌阿寒温泉南２に観測点を

移設しています。 

・グラフ④は基線④の基線長と比高を別個に描画している。比高は雌阿寒温泉南２からみた

ポンマチ南２の上下方向の動きを表しています。 

・基線⑦⑧の点線（2013年10月19日）前後で雌阿寒温泉南から近傍の雌阿寒温泉南２に観測点

を移設しています。 

・冬季に凍上や積雪の影響によると考えられる変動がみられる基線があります。 

・基線④（比高）、⑥では、2022年頃からポンマチネシリ火口付近浅部の膨張及び収縮を示唆

するわずかな変化が認められましたが、2024年11月頃以降は概ね停滞しています。 

・基線⑦では2019年頃から中マチネシリ火口付近浅部の膨張を示唆するわずかな伸長が認め

られます。 

・東山麓の観測点同士による基線⑥⑧⑨の飽別川上流観測点を含む基線では、2025年８月末以

降、わずかな伸長傾向に転じています（赤矢印）。 
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図18 雌阿寒岳 観測点配置図 
各機器の配置図は広域図内太枠線で示した領域の拡大で、＋印は観測点の位置を示します。気

象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付しています。 

（国）：国土地理院  （北）：北海道大学  （道）：北海道 

（道地）：北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所 


